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竹

田

の

船
窓
小
戯
帖

菅

沼

貞

（ー）

田
能
村
竹
田
の
作
に
な
る
「
船
窓
小
戯
」
帖
に
つ
い
て
は
、
既
に
わ
が
先
師
を
は
じ
め
、
同
学
の
先
輩
知
友
の
解
説
が
数
多
存
し
て
い
る
。
こ
と
に
先
年

（
昭
和
四
十
年
）
の
秋
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
文
人
画
展
」
に
出
陳
し
て
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
文
人
画
中
の
屈
指
の
詩
画
冊
で

あ
る
こ
と
は
、
大
方
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
個
人
と
し
て
、
若
い
塾
生
の
こ
ろ
か
ら
数
凶
こ
れ
を
観
賞
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
時
も
、
覗
き

ケ
ー
ス
の
中
で
、
た
だ
一
図
が
見
開
か
れ
て
い
た
の
を
、
見
つ
め
た
に
過
、
き
ず
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
な
く
し
て
過
ぎ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近

に
、
ご
所
蔵
の
田
村
家
の
厚
意
と
、
保
管
の
東
京
国
立
博
物
館
の
技
官
諸
君
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
調
査
と
写
真
撮
影
と
が
ゆ
る
さ
れ
た
の
で
、
親
し
く

品
鑑
す
る
こ
と
を
得
た
。
よ
っ
て
今
こ
こ
に
、
こ
の
画
帖
の
全
体
に
つ
い
て
小
解
を
こ
こ
ろ
み
大
方
の
叱
正
を
得
た
い
と
思
う
て
い
る
。

こ
の
画
帖
の
大
さ
は
堅
二
五
・
八
糎
、
出
一
五
・
六
糎
で
、
開
帖
第
一
紙
、
竪
一
三
糎
、
横
二
了
六
糎
の
中
央
に
一
行
の
小
築
休
で
「
船
宮
小
戯
」
と
題

A戒
を
書
し
、
そ
の
傍
に
筆
者
竹
田
の
朱
文
印
「
九
峯
無
我
柄
子
」
の
一
販
が
捺
し
て
あ
る
。
次
紙
に
七
絶
が
墨
書
し
て
あ
る
。

山
開
両
道
海
分
洋

山
は
両
道
を
聞
き
、
海
は
洋
を
分
つ
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去
歳
滋
掠
一
夢
場

去
歳
の
諜
践
、
一
夢
場

設
冊
看
時
多
感
慨

絃
冊
看
る
時
、
感
慨
多
し

好
し
ま
さ
に
汝
に
附
す
、
且
く
収
蔵
す
べ
し
。

好
当
附
汝
且
収
蔵

そ
の
下
に
「
憲
自
題
」
と
書
し
、
二
重
楕
円
廓
朱
文
印
「
竹
田
」
を
捺
し
、
傍
に
「
庚
寅
蒲
月
二
十
日
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
同
書
中
の
「
両
道
」
の
右

側
に
「
南
海
山
陽
両
道
」
と
あ
り
、
ま
た
「
洋
」
の
右
側
に
「
育
王
馬
路
厳
播
諸
洋
」
と
畑
記
し
、
ま
た
「
汝
」
の
右
肩
側
に
「
相
」
と
附
記
し
て
い
る
。

右
註
記
の
「
南
海
山
陽
と
あ
る
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
南
海
道
即
ち
近
畿
の
南
に
あ
た
っ
て
、
海
洋
に
沿
う
た
諸
川
の
紀
伊
、
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、
伊
予

土
佐
の
諸
国
を
あ
わ
せ
て
呼
称
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
山
陽
道
は
、
中
国
地
方
の
山
系
の
南
側
の
諸
州
、
即
ち
播
磨
、
備
前
、
備
中
、
備
後
、
安
芸
、
周
防
、

長
門
の
七
ヶ
国
を
総
称
す
る
の
で
あ
っ
て
、
上
古
時
代
に
吉
備
道
ま
た
は
西
の
道
と
呼
称
し
た
地
方
に
当
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
海
分
洋
」
の
右
側
の
註
に
あ

る
、
育
王
は
硫
黄
の
音
に
通
じ
、
硫
黄
と
い
う
は
海
洋
の
北
界
に
祝
島
が
あ
る
に
よ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
通
説
は
伊
予
灘
の
転
読
し
た
も
の
と
い
わ
れ

予
灘
一
帯
の
海
洋
を
指
し
た
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
。
ま
た
厳
と
い
う
は
、
安
芸
の
厳
島
の
こ
と
で
、一
名
官
島
と
い
う
海
島
で
、
陸
岸
と
の
海
峡
を
、
今
は
大

-2-

て
い
る
。
こ
の
伊
予
灘
は
一
名
燈
（
ひ
う
ち
）
灘
と
も
い
う
こ
と
か
ら
、
馬
路
と
も
記
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
育
主
、
馬
磁
の
名
称
は
、
現
在
の
伊

野
瀬
戸
、
ま
た
は
宮
島
瀬
戸
と
い
う
て
、
こ
の
あ
た
り
を
昔
時
、
厳
洋
と
い
う
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
播
と
い
う
は
播
磨
灘
で
、
播
磨
国
の
沿
岸
か
ら
海
を
距
て

た
南
に
、
設
岐
固
に
対
し
、
洋
上
に
家
島
群
興
が
あ
っ
て
、
東
に
淡
路
島
、
西
に
小
豆
島
に
至
る
海
洋
の
全
域
を
呼
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
傍
記
に
和
と

あ
る
は
、
竹
田
の
一
子
、
太
一
郎
ま
た
太
一
と
も
い
い
、
名
は
孝
相
、
字
は
招
耕
と
い
い
、
医
名
を
如
仙
と
号
し
た
。
文
化
五
年
（
一
八
O
八
）
十
二
月
に
出

生
、
文
政
六
年
（
一
八
二
一
二
）
十
五
歳
時
に
、
父
に
伴
わ
れ
て
上
洛
し
、
蘭
法
医
の
小
石
元
瑞
（
樫
園
と
号
す
）
に
入
門
し
、
医
業
の
修
行
を
は
じ
め
た
が
、

翌
七
年
に
熊
本
の
村
井
蕉
雪
に
従
学
し
、
の
ち
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
四
月
上
洛
し
、
再
び
樫
閣
に
師
事
し
て
、
研
鎖
す
る
こ
と
五
年
に
し
て
帰
国
し
、

藩
医
と
し
て
の
功
績
見
る
べ
き
も
の
多
々
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
年
記
は
文
政
十
三
庚
寅
年
五
月
で
、
竹
田
は
正
に
五
十
四
歳
時
に
当
る
。

次
に
題
愈
と
同
寸
法
の
紙
面
に
、
各
題
詩
を
有
す
る
画
図
が
六
貰
合
議
さ
れ
て
い
る
つ
で

3
4
2
今
ふ
る
題
詩
に
つ
い
て
、
汁
日
。
「
白
垣
間
哩
語
ー
？
と
昭
一
台

し
、
且
つ
画
図
の
大
要
・
を
列
記
す
れ
ば
左
の
ご
と
く
で
、
万
る
コ



第
一
段
十
川
図

臨
風
傾
尽
手
中
杯

風
に
臨
ん
で
傾
き
尽
す
手
中
の
杯

又
作
京
華
混
一
回

裳き唯ま
衣だた
は家作
軽人す
くは京
両よ華
肩くの
に別滋
上れ 一
つに 回
て慣な

来れ
る Tこ
。り

唯
為
家
人
能
慣
別

裳
衣
軽
上
両
肩
来
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こ
の
七
絶
の
傍
に
「
過
十
川
」
と
書
し
、
白
文
小
頼
の
「
憲
印
」
を
捺
し
て
い
る
。
そ
し
て
左
側
の
上
部
に
「
己
丑
四
月
二
十
三
日
発
佐
加
関
、
渡
育
主
洋

舟
中
作
此
、
是
日
風
浪
甚
侶

c

」
と
記
入
し
て
い
る
。
己
丑
は
前
記
の
ご
と
く
文
政
十
二
年
に
当
り
、
初
夏
四
月
下
旬
に
、
竹
田
は
一
子
太
一
を
伴
っ
て
、
佐

賀
関
（
現
在
の
佐
賀
関
町
に
あ
た
り
、
大
分
市
東
方
七
里
の
半
島
の
地
頭
に
あ
る
小
港
湾
に
の
ぞ
ん
で
い
る
。
海
は
佐
賀
関
海
峡
と
豊
後
水
道
と
の
随
門
で
、

東
北
八
海
里
を
隔
て
て
、
四
国
伊
予
の
佐
田
仰
と
相
対
し
て
い
る
。
）
を
舟
出
し
て
育
王
洋
（
硫
黄
灘
）
を
渡
る
船
中
で
こ
の
図
を
作
成
し
た
。
こ
の
日
は
風

浪
が
き
わ
め
て
穏
や
か
で
あ
っ
た
と
書
留
め
て
い
る
。
そ
し
て
「
過
十
川
」
と
あ
る
十
川
は
、
豊
後
同
竹
田
の
岡
城
下
の
北
方
に
あ
た
り
、
士
日
時
は
十
川
と
い

う
街
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
狭
田
郷
に
合
併
せ
ら
れ
た
村
邑
で
あ
る
。

さ
て
画
凶
は
真
向
に
二
峯
の
山
容
が
あ
っ
て
、
山
肌
の
凹
凸
の
さ
ま
は
、
淡
濃
の
墨
を
渇
筆
描
で
現
わ
し
、
こ
れ
に
僅
に
淡
岱
括
と
淡
藍
を
彩
し
て
い
る
。

そ
し
て
手
前
に
二
株
の
樹
木
の
立
つ
道
路
を
、
菅
笠
と
蓑
衣
を
着
た
青
衣
鼠
色
の
股
引
を
穿
い
た
二
人
の
男
子
が
一
人
は
杖
を
つ
き
互
に
語
り
合
い
な
が
ら
歩

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
顔
面
や
樹
幹
や
道
端
の
岩
石
な
ど
に
、
薄
く
岱
結
を
彩
し
、
樹
木
の
葉
は
細
く
墨
描
し
た
ま
わ
り
に
、
淡
藍
を
お
い
て
い
る
。
そ
し
て

-4-

述
去
の
山
裾
と
路
傍
の
叢
な
ど
に
、
青
山
岳
と
淡
墨
と
を
交
互
に
、
側
筆
を
用
い
て
、
陰
偶
を
施
し
て
い
る
。
か
く
て
霧
雨
に
け
ぶ
る
岡
城
下
郊
外
の
村
道
の
状

M
Mが
見
る
か
ら
に
座
外
の
清
気
、
側
々
と
迫
る
ご
と
く
に
、
描
写
し
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
段
松
陵
渡
図

川
部
山
低
沙
路
平

ひ
ろ

川
は
笛
く
山
は
低
く
し
て
、
沙
路
は
平
か
に

菰
蒲
叢
陪
晩
禽
鳴

菰
蒲
の
叢
は
暗
く
し
て
、
晩
禽
鳴
く

店
頭
取
酔
徐
々
歩

残店
陽頭
をに
陪ふ酔
みを
尽取
せっ
ばて

徐
ま々
Tこに
月歩
明ゆ
かむ

な

陪
尽
残
陽
又
月
明

そ
の
傍
に
「
松
陵
渡
」
と
書
し
、
白
文
小
頼
の
「
憲
印
」
を
お
す
。
次
に
「
二
十
四
日
泊
青
興
遭
雨
、
窪
底
把
燭
写
此
」
と
記
し
て
い
る
。
松
陵
は
現
時
の

松
岡
村
で
、
鶴
崎
の
南
方
一
里
半
に
あ
た
り
、
犬
飼
川
が
こ
こ
で
二
手
に
分
れ
て
、
西
派
は
乙
津
川
と
な
り
、
東
派
は
山
川
と
な
る
水
郷
で
あ
る
。



松陵渡図第二
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四
月
二
十
四
日
に
青
興
（
育
王
洋
中
の
一
孤
島
に
青
島
が
あ
る
）
に
泊
っ
て
、
雨
に
あ
う
て
舟
の
窪
（
と
ま
や
）
の
内
で
燭
光
を
た
よ
り
に
図
写
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

画
面
の
上
手
に
焦
墨
描
に
な
る
山
丘
が
横
た
わ
り
、
そ
の
山
裾
の
水
辺
に
、
細
い
墨
筆
の
菰
蒲
の
葉
群
が
乱
れ
て
、
そ
の
ま
わ
り
に
淡
藍
が
施
さ
れ
て
い

る
。
岸
辺
の
路
の
行
く
つ
く
と
こ
ろ
に、

岱
諸
色
で
現
わ
し
た
草
屋
が
あ
り

、

家
内
の
床
九
に
、

そ
れ
ぞ
れ
由
、
青

、

朱
の
衣
を
着
た
三
人
の
男
子
が
腰
か
け

て
いド
る
。
手
前
の
水
際
に
属
舟
が
綱
止
め
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
中
景
の
水
上
を
飛
禽
が
群
れ

、

遠
景
の
水
上
、
タ
需
の
中
に
二
一
般
の
白
帆
が
隠
見
さ
れ
て
い



象
づ
け
ら
れ
る
。

る
。
薄
暮
せ
ま
る
水
郷
の
情
景
が、

実
に
静
諮
な
心
境
を
誘
う
か
に
描
写
さ
れ
て
い
る
中に、

こ
と
に
菰
蒲
の
細
く
鋭
い
墨
描
が、

看
者
の
眼
底
に
鮮
か
に
印

第
三
段
佐
賀
関
図

風
潮
未
順
欲
行
難

風
潮
い
ま
だ
順
な
ら
ず
、
行
か
ん
と
欲
す
る
も
難
く

し
〈
つ
ろ

若
を
煮

、

香
を
添
え
て
強
い
て
自
ら
寛
ぐ

煮
若
添
呑
強
自
寛

佐賀関図

- 6 -
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且
拘
旅
思
侍
舷
看

雨
景
は
己
に
宜
し
く
晴
る
斗
も
ま
た
好
し

し
ば
ら
よ

且
く
旅
思
を
あ
げ
て
舷
に
借
っ
て
看
る
。

次
に
「
佐
加
関
雑
一
詠
之
一
」
と
書
し
、
「
二
十
九
日
次
一
寸
馬
降
、
洋
但
雨
、
船
箇
悶
坐
追
写
佐
加
関
雨
景
以
破
与
寂
云
」
と
記
し
て
そ
の
下
に
方
廓
朱
文
印
「
竹

雨
景
己
宜
晴
也
好

田
」
を
鈴
し
て
い
る
。

こ
の
文
に
よ
れ
ば
四
月
二
十
九
日
、
馬
路
洋
（
一
名
健
灘
と
も
称
す
る
伊
予
灘
）
に
止
ま
っ
て
雨
に
あ
い
、
船
窓
の
無
卿
に
坐
し
て
、
佐
賀
関
の
雨
景
を
追

想
し
、
図
写
し
て
寂
塞
を
な
ぐ
さ
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
画
面
は
近
景
の
水
上
に
、
帆
を
お
ろ
し
て
停
泊
す
る
蓬
船
を
描
き
、
舟
側
に
平
波
の
打
ょ
す
る
さ

ま
を
写
し
、
対
岸
に
丘
陵
の
横
た
わ
る
下
に
、
港
の
緊
落
が
遠
望
さ
れ
る
。
す
べ
て
濃
淡
の
墨
筆
を
駆
使
し
て
描
破
す
る
中
に
、
丘
陵
や
村
落
の
屋
根
と
海
上

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
面
と
に
淡
藍
を
、
そ
し
て
家
屋
や
淫
船
に
淡
岱
諸
を
、
ご
く
薄
く
掃
描
す
る
の
み
で
、
雨
景
に
し
、
ず
も
る
港
村
の
寂
漠
た
る
情
景
が
、
さ
な
が
ら
に
努
需
さ

第
四
段
梅
津
寺
図

図
上
の
賛
に
「
四
月
二
十
六
日
到
三
浜
過
梅
洋
手
キ
葉
僧
守
一
惟
所
刊
税
店
可
と
は
い
題
句
云
」
と
九
っ
て
、

四
面
無
塙
無
く
、
門
を
設
げ
ず

四
面
無
堵
不
設
門

老
松
同
緯
百
千
恨

此
枝
坐
見
飛
騰
処

潮
勢
駆
山
山
欲
奔

老
松
の
園
、
能
ぐ
る
百
千
担

此
校
坐
ろ
に
見
る
、
飛
騰
の
処

潮
勢
山
を
駆
っ
て
、
山
奔
ら
ん
と
欲
す
。

そ
の
傍
に
白
文
小
駅
「
憲
印
」
を
お
し
て
い
る
。
次
に
「
寺
僧
云
三
目
前
杏
坪
頼
先
生
来
瀞
重
識
」
と
書
し
て
い
る
。

試
み
に
竹
田
の
「
自
画
題
語
」
と
照
合
し
て
、
そ
の
文
を
書
下
し
て
み
る
と
「
四
月
二
十
六
日
、
三
浜
に
到
り
楳
津
寺
を
過
ぐ
、
寺
は
襲
僧
雪
雁
の
創
む
る

所
、
勝
景
吾
、
ぶ
可
し
、
題
句
に
云hフ
」
と
あ
っ
て
、
絶
句
の
前
二
句
が
「
四
面
無
日
一
又
不
門
、
老
松
囲
緯
百
千
根
」
と
な
り
、
後
三
、
四
句
に
は
異
同
が
な

い
。
題
の
楳
ば
梅
と
等
し
く
、
葉
ば
繋
が
正
し
く
、
国
焼
は
囲
焼
の
誤
字
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
註
記
の
頼
杏
坪
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
安



梅津寺図第四
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芸
国
に
生
れ

、

頼
春
水
の
弟
で
、
山
陽
の
叔
父
に
あ
た
り

、

広
島
藩
の
儒
官
で

、

詩
文
に
巧
み
で
あ
っ
た
が

、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
残
し
た
。

な
お
竹
田
の
「
自
画
題
語
」
に
、

梅
津
寺
図
と
題
す
る
一
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
書
下
す
と

「
嘗
て
橋
竹
下
の
処
に
於
て
、
胡
耀
民
の
松
寺
図
を

観
て
、

其
の
古
奥
を
喜
ぴ
た
り
。
今
誌
に
己
丑
の
初
夏
に
東
上
し

、

予
州
高
浜
に
於
て
雨
に
阻
ま
る
こ
と
累
日
な
り
。
岸
に
上
り
て
梅
津
寺
に
到
る
。
寺
は
松

ζ

の
と
ろ

際
に
在
り
て

、

其
境
胡
図
と
頗
る
肖
似
た
り
。
頃
旧
箆
を
閲
み
し

、
此
絹
を
得
た
り
。
備
人
熊
谷
兄
に
託
す
所
と
な
る
。
遁
ち
胡
図
に
的
う
て
此
を
作
る
。

参
ず
る
に
王
貰
鶴
法
を
以
て
す
。
兄
は
竹
下
と
善
し、

備
の
諜
を
去
る
も
亦
甚
だ
遠
か
ら
ず、

想
う
に
二
君
の
足
跡
必
ず
や
渉
る
ベ
し
。
請
う
展
開批
評
し
以



註

て
一
喋
に
資
す
。
」
と
記
し
て
い
る
。
竹
田
が
胡
耀
民
（
明
清
の
山
水
画
家
）
に
倣
う
て
、
王
叔
明
黄
鶴
山
樵
の
画
法
に
参
じ
て
、
描
成
し
た
と
い
う
絹
本
の
梅

津
寺
図
は
、
現
存
し
て
い
る
か
否
や
未
詳
で
あ
る
が
、
文
中
の
己
丑
初
夏
に
東
上
の
師
、
伊
予
高
浜
で
累
日
雨
に
阻
ま
れ
て
、
上
陸
し
て
梅
津
寺
に
到
る
と
あ

る
は
、
正
し
く
本
帖
中
の
梅
津
寺
訪
問
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
ま
た
橋
竹
下
と
い
う
は
、
尾
の
近
の
富
家
橋
本
竹
下
（
名
は
元
吉
、
文
久
二
年
三
月
四
日
、

七
十
三
歳
残
）
で
竹
田
と
は
き
わ
め
て
院
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
〔
註
、
大
正
十
一
年
四
月
、
菊
地
家
売
立
目
録
所
収
、
胡
耀
民
「
山
水
図
」
山
陽
箱
書
。
〕

ま
た
予
川
高
浜
と
あ
る
は
、
本
帖
中
の
画
讃
に
あ
る
三
浜
の
近
郊
に
あ
た
り
、
三
浜
は
現
在
三
津
浜
と
い
い
、
愛
媛
県
温
泉
郡
に
あ
っ
て
、
道
後
温
泉
に
近

く
、
松
山
市
の
埠
頭
に
位
し
て
、
神
戸
港
ま
で
の
航
路
百
四
十
七
海
里
と
い
う
。
万
葉
集
巻
一
に
「
熱
田
津
爾
、
船
乗
世
武
登
、
月
待
者
、
潮
毛
可
奈
比
沼
、

今
者
許
芸
乞
菜
」
と
あ
る
熟
田
津
は
、
そ
の
詞
書
に
「
御
船
伊
予
熱
田
津
石
湯
行
宮
に
泊
る
」
と
あ
る
ご
と
く
に
、
現
在
の
三
津
浜
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

（ニ）
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さ
て
本
帖
中
の
梅
津
守
図
の
画
面
を
検
す
る
に
、
遠
景
と
中
景
の
山
正
は
淡
墨
の
渇
筆
に
、
薄
く
岱
緒
を
踊
き
、
山
頂
や
山
腹
に
生
う
る
樹
林
は
、
淡
藍
を

お
い
て
、
そ
の
上
に
焦
墨
の
点
描
を
打
ち
、
樹
幹
に
僅
か
に
岱
描
を
施
し
て
い
る
。
中
景
の
家
屋
の
屋
根
に
は
岱
諸
を
お
き
、
近
景
の
寺
の
屋
根
に
は
淡
藍
を

お
く
上
に
、
墨
筆
の
条
線
を
引
い
て
、
木
口
に
岱
緒
を
彩
し
て
い
る
。
ま
た
老
松
の
幹
根
や
参
差
湾
曲
せ
る
枝
や
梢
に
つ
く
針
葉
な
ど
一
々
墨
筆
で
細
か
く
描

い
て
、
そ
の
葉
の
ま
わ
り
に
淡
藍
を
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
根
元
の
大
地
は
薄
墨
を
掃
い
た
上
に
、
焦
墨
の
渇
筆
を
駆
使
し
て
、
松
際
の
古
寺
の
風
物
を
、
宛

ら
に
描
破
し
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
山
腹
や
大
地
に
渇
筆
を
用
い
て
の
淡
濃
の
墨
描
の
う
ち
に
、
藍
岱
の
淡
彩
描
を
も
っ
て
、
形
成
さ
れ
た

山
水
の
景
は
、
さ
き
の
「
自
画
題
語
」
中
に
記
す
「
梅
津
寺
図
」
の
賛
中
に
み
る
ご
と
く
、
本
図
も
亦
王
叔
明
、
黄
鶴
山
樵
の
画
法
に
参
じ
て
、
描
成
し
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
ま
た
彼
の
「
自
画
題
語
」
中
の
「
佑
王
黄
鶴
秋
林
野
景
図
」
と
題
す
る
賛
文
の
中
に
「
近
日
操
組
士
は
口
を
開
ば
必
ず
北
苑
・
大

療
二
家
を
称
す
。
固
よ
り
画
家
の
正
脈
た
る
は
論
を
待
た
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
人
々
の
追
遂
は
、
尽
く
一
途
に
趨
り
て
、
鈴
師
な
き
に
似
た
り
。
予
の
性
僻

は
雷
同
を
喜
ば
ず
、
故
に
東
上
以
来
、
黄
鶴
山
棋
を
以
っ
て
帰
す
る
と
為
す
。
但
し
筆
、
意
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
特
に
惚
嘆
を
増
す
の
み

L
と
記
し
て
い
る
よ



う
に
、
竹
田
の
山
水
図
に
し
て
王
叔
明
、
黄
鶴
山
樵
の
画
法
に
倣
う
と
こ
ろ
が
見
出
さ
れ
る
は
、
ま
た
か
か
る
消
息
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
か

。

第
五
段
忠
海
図

図
上
の
讃
詩
は
左
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

蒲
回
数
頃
緑
扶
疎

蒲
回
数
頃
に
し
て
緑
扶
疎
た
り

鱗
介
為
村
議
々
居

鱗
介
村
を
為
し
て
族
々
と
居
る

忠海図
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第五



昨
夜
幾
星
沙
際
火

昨
夜
幾
星
、
沙
際
の
火

朝
来
鼓
梓
売
章
魚

朝
来
悼
を
鼓
い
て
章
魚
を
売
る

そ
の
傍
に
「
忠
海
舟
中
作
」
と
あ
る
。
そ
の
下
に
白
文
小
頼
の
「
憲
印
」
が
捺
し
て
あ
る
。
次
に
「
忠
海
距
備
之
尾
政
不
一
ハ
七
里
、
未
免
竹
下
一
伊
研
諸
君
答

替
乎
意
中
也
」
と
書
し
て
い
る
。
ま
た
画
図
の
下
部
に
「
二
十
八
日
次
於
芸
之
大
崎
候
潮
戯
写
所
写
」
と
墨
書
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
図
の
上
下
の
墨
書
の
中
間
に
、
所
見
の
水
郷
の
さ
ま
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
遠
景
の
山
丘
は
淡
墨
藍
の
ぼ
か
し
の
う
ち
に
、
詩
く
岱
緒
を
彩

し
、
こ
れ
に
焦
墨
の
側
筆
を
用
い
て
山
容
を
整
え
て
い
る
。
そ
し
て
水
辺
の
向
岸
と
手
前
の
一
端
に
、
墨
筆
を
用
い
て
、
菰
蒲
の
群
生
せ
る
さ
ま
を
細
描
し
て

い
る
。
そ
の
中
を
流
水
が
幾
条
の
淡
墨
と
淡
藍
と
の
斜
線
を
も
っ
て
、
走
り
描
い
て
急
潮
の
さ
ま
を
写
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
水
上
に
漁
舟
が
一
一
般
、
窪
の
内

に
は
青
衣
の
漁
夫
が
煮
炊
を
し
、
そ
の
炊
煙
が
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
舶
先
に
は
同
じ
青
衣
の
二
人
の
う
ち
一
人
は
眠
り
、
一
人
の
童
児
は
片
手
を
眠

ま
る
者
の
背
に
お
い
て
、
先
に
章
魚
を
つ
け
た
悼
を
持
っ
た
片
手
を
高
く
さ
し
出
し
て
い
る
。
窪
も
舟
縁
も
淡
焦
の
墨
描
、
舟
板
は
岱
緒
、
そ
れ
に
青
い
衣
を

図
中
に
忠
海
と
あ
る
は
、
現
在
の
広
島
県
豊
田
郡
忠
海
町
で
、
こ
こ
は
コ
一
原
海
峡
の
木
下
瀬
戸
と
柳
瀬
戸
の
合
す
る
要
衝
で
あ
る
。
須
波
の
西
方
二
里
半
、
- 11 -

つ
け
た
人
三
様
の
動
作
が
活
々
と
描
写
さ
れ
て
、
諸
図
中
の
圧
巻
と
も
い
う
べ
く
、
実
に
爽
わ
や
か
な
野
趣
が
横
溢
し
て
い
る
。

竹
原
の
東
一
里
半
の
地
点
に
位
し
て
い
る
。
ま
た
芸
の
大
崎
と
あ
る
は
現
在
の
安
芸
国
豊
岡
郡
の
洋
上
、
大
島
の
上
島
に
在
っ
て
、
海
峡
を
距
て
て
安
芸
国
の

沿
岸
竹
原
に
対
し
て
い
る
。
文
中
に
候
潮
と
あ
る
は
、
潮
の
み
ち
来
る
を
う
か
が
う
こ
と
。
な
お
竹
下
夢
研
諸
君
と
あ
る
は
、
既
記
の
橋
本
竹
下
と
同
じ
く
尾

の
道
の
素
封
家
で
、
当
時
の
文
人
達
（
頼
山
陽
、
杏
坪
、
竹
田
な
ど
）
と
交
際
深
き
亀
山
夢
研
（
名
は
元
助
、
文
久
三
年
六
十
七
歳
残
）
の
こ
と
で
、
こ
の
丙

人
に
対
し
て
竹
田
が
意
中
に
替
々
た
る
と
記
し
て
い
る
も
ま
た
む
べ
な
る
こ
と
で
あ
る
。

第
六
段
播
洋
図

図
上
に
「
四
月
晦
舟
過
播
洋
値
風
」
と
題
し
て
、
左
の
ご
と
く
画
賛
詩
と
注
記
を
書
い
て
い
る
。

碧
瑠
璃
破
雪
山
奔

碧
瑠
璃
破
れ
て
雪
山
奔
り

柁
側
橋
敬
客
断
魂

柁
は
側
き
橋
は
敬
ち
、
客
は
魂
を
断
つ



舟
子
板
帆
争
蟻
附

舟
子
は
帆
を
板
い
て
、
争
っ
て
蟻
附
す

風
頭
北
に
転
ず
れ
ば
鳴
門
に
落
ち
ん
。

次
に

「
庚
寅
五
月
余
居
於
竹
田
荘
追
写
此
図
、

臨
池
際
不
覚
毛
竪
股
戦
冷
汗
一
握
」
と
記
し
「
憲
」
と
自
署
し
て
、
下
に
方
廓
朱
文
印
「竹
田
」
を
鈴
し
て

風
頭
北
転
落
鳴
門

い
る
。画

面
は
高
巻
く
波
浪
の
中
に
、
難
航
す
る
帆
船
を
現
出
し
て
い
る
。
波
浪
は
淡
焦
墨
の
細
筆
と
淡
藍
の
細
線
と
を
交
互
に
引
い
て
、
怒
涛
の
さ
ま
を
描
成

播洋図
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第六



し
て
い
る
。
船
の
上
に
は
大
き
な
荷
を
積
み
、
錨
を
挙
げ
た
舶
に
も
、
柁
を
附
け
た
櫨
に
も
、
中
央
に
も
、
と
も
に
疾
風
を
采
ん
だ
帆
綱
を
握
っ
て
引
き
つ
げ

る
作
業
に
、
専
念
す
る
十
数
名
の
舟
子
が
、
蟻
の
ご
と
く
に
立
ち
働
い
て
い
る
。
そ
し
て
船
側
の
窓
に
三
人
の
男
子
ぷ
坐
し
て
い
る
さ
ま
が
描
か
九
て
い
る
。

い
、
ず
れ
の
人
体
も
岱
描
で
あ
ら
わ
し
、
舟
子
は
半
裸
か
、
青
い
包
衣
を
ま
と
う
て
い
る
。

註
記
に
よ
っ
て
木
図
は
、
庚
寅
即
ち
文
政
十
三
年
五
月
に
、
筆
者
が
竹
田
荘
に
お
い
て
、
当
時
の
凄
絶
な
状
去
を
追
想
し
つ
、
同
手
L

、
硯
池
に
臨
ん
で
身

の
毛
も
よ
だ
ち
、
冷
汗
一
握
の
心
底
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

赤
霞
射
処
雲
如
墨

以
上
第
一
図
よ
り
第
六
図
ま
で
詩
画
図
は
終
っ
て
い
る
が
、
次
の
一
紙
に
左
心
古
詩
ぷ
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

赤
霞
射
る
処
、
雲
墨
の
如
し

残
日
昏
黄
淡
無
色

遠
客
布
撲
来
買
舟

佐
嘉
城
西
本
庄
側

舟
子
貧
利
巧
相
欺

唯
道
今
夜
風
潮
宜

隣
舟
相
喚
同
鮮
績

御
頭
接
尾
陸
続
之

離
岸
猶
未
三
四
里

興
風
傑
自
西
北
吹

船
頭
蝶
叫
雪
山
起

崖
規
突
在
虚
空
裡

叫
戸
未
尽
狂
涛
到

残
日
昏
黄
淡
と
し
て
色
無
し

遠
客
布
撲
来
っ
て
舟
を
買
う
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佐
嘉
城
西
、
本
庄
の
側

唯舟
だ子
道いは

う利
、を

今貧
夜り
風て
潮巧
宜み
しに
と相
欺
き

隣
舟
相
喚
ん
で
同
じ
く
績
を
解
き

頭
を
脚
み
尾
を
接
し
て
陸
続
と
し
て
中
く

船艇岸
頭風を
駿E f康E 離
にかちまれ

叫西て
び北猶
雪よま
山りだ
起吹三
りく四

里
な

り
~ 

崖
窺
突
と
し
て
虚
空
の
煙
に
在
り

叫
声
未
だ
尽
き
ず
し
て
、
狂
涛
到
る



一
舟
施
転
芹
葉
似

施
断
帆
破
楕
飛
去

人
意
与
舟
相
生
死

持
神
念
仏
又
呼
親

け
万
突
鳴
々
天
地
震

ハ
主
誠
通
神
々
有
感

流
到
磯
頭
天
向
震

侍
窪
戦
立
時
四
視

隣
舟
覆
没
人
溺
死

十
八
人
内
五
人
活

十
人
完
不
知
其
屍

三
人
猶
蕩
白
浪
際

一
舟
施
転
し
て
芹
葉
に
似
た
り

神人協
Iこ t土 t主
祐足意Z 断
り ううち

仏舟帆
をとは
念共破
じにれ
ま相橋
た生飛
親死び
をせ去
呼んる
~と

号
突
鳴
々
と
し
て
、
天
地
に
民
う

至
誠
神
に
通
じ
神
感
あ
り

流
れ
て
磯
頭
に
到
れ
ば
天
畏
に
向
う

窪
に
侍
っ
て
戦
き
立
つ
時
、
四
祝
す
れ
ば

隣
舟
覆
没
し
て
人
溺
死
す

十
八
人
の
内
、
五
人
は
活
き

十
人
は
克
に
其
屍
を
知
ら
ず

と
書
し
て
、
傍
に
「
興
風
詩
録
収
太
一
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
憲
未
定
草
」
と
書
し
て
白
文
小
知
の
「
詰
印
」
を
お
し
て
い
る
乙

人
は
猶
白
浪
の
際
に
蕩
う

次
の
別
紙
に
「
此
帖
初
め
て
成
る
の
目
、
先
人
は
更
に
舟
が
浪
華
港
に
入
る
の
図
、
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一
一
只
を
画
い
て
、
児
和
に
附
せ
ん
と
欲
す
。
因
っ
て
余
白
を
留
め
て
装

椅
せ
り
。
爾
後
先
人
束
按
西
下
す
る
も
、
回
未
だ
就
く
こ
と
及
ば
ず
し
て
資
を
易
え
た
り
。
ム
ー
を
距
る
三
十
余
年
な
り
。
ム

J
設
に
庚
午
の
存
、
偶
々
敗
箆
を
検

し
て
、
比
婆
を
得
た
り
。
乃
ち
先
人
崎
読
の
舟
中
に
、
問
山
風
に
位
う
の
詩
、
而
し
て
風
波
山
一
忠
舟
人
狼
狽
の
は
川
状
と
情
洋
に
丸
に
山
う
の
同
と
市
ん
ど
相
以
た

り
。
故
に
人7
去
に
糊
し
、
転
じ
て
児
掃
に
附
す
、
前
か
云
う
〕
と
記
し
、
そ
の
下
よ
「
司
治
三
年
皮
下
旬
豆
、
川
引
識
一
レ
一
川
抗
日
し
、
一
卜
，
一
日
二
丈
万
作
印
「
川

和
」
と
朱
文
方
廓
印
「
賠
耕
」
の
二
印
を
押
し
て
い
る
。

次
に
、
竹
田
が
左
の
ご
と
き
七
言
絶
句
を
細
美
の
筆
致
で
墨
書
し
て
い
る
c



此
処
軽
舟
読
画
過

此
の
処
軽
舟
読
画
し
て
過
す

人
家
隔
竹
映
清
波

人
家
竹
を
隔
て
て
清
波
に
映
ず

停
笛
今
日
重
追
算

笥
を
停
め
て
今
日
追
算
を
重
ぬ
る
に

爾
後
経
年
猶
未
多

爾
後
年
を
経
る
も
猶
未
だ
多
か
ら
ず
。

傍
に
「
突
丑
四
月
廿
九
日
高
瀬
舟
中
記
載
」
と
あ
り
、
そ
の
下
、
二
行
に
「
町
頼
兄
没
後
九
閲
月
」
と
細
一
ι
し
て
い
る
。
尚
そ
の
次
に
記
す
三
行
の
漢
文
を

書
下
す
と
「
山
陽
頼
兄
嘗
て
予
を
送
っ
て
高
瀬
を
下
る
舟
中
、
太
一
袖
せ
し
此
両
冊
を
出
し
示
す
。
頼
兄
展
開
す
る
こ
と
数
次
、
士
山
口
び
て
日
く
、
子
と
為
り
て

＃
＆
さ

父
の
筆
墨
を
解
す
、
十
一
声
苑
の
佳
事
な
り
。
我
当
に
汝
が
為
に
蹴
せ
ん
と
す
。
辛
卯
三
月
引
な
り
。
今
を
距
る
僅
に
三
歳
ゎ
」
と
書
い
て
、
側
に
「
竹
田
生
意
識
」

と
著
し
、
下
に
楕
円
廓
朱
文
印
「
老
画
師
」
を
押
し
て
い
る
。

か
く
て
冊
末
に
は
篠
崎
小
竹
の
政
文
が
附
し
て
い
る
。
こ
れ
を
市
一
直
下
す
る
と
「
竹
田
翁
詩
両
自
ら
娯
し
み
、
経
を
部
、
ず
る
を
好
ま
ず
、
立
〈
の
児
を
遣
し
て
、

北
学
せ
し
む
こ
と
多
年
な
る
も
、
略
ぼ
厳
訓
あ
る
を
聞
か
ず
、
或
時
は
同
舟
し
て
往
還
し
、
山
を
討
ね
、
水
を
論
じ
、
筆
墨
滋
戯
し
て
、
一
に
忘
年
の
友
の
如

く
す
。
此
帖
の
如
き
も
亦
其
の
一
な
り
。
児
和
乃
ち
能
く
歓
を
奉
じ
、
志
を
承
け
て
共
学
ぶ
所
を
成
す
。
父
子
の
問
孝
慈
謁
然
と
し
て
、
人
を
し
て
歎
羨
せ
し

な
ん
じ

む
な
り
。
人
、
謝
太
伝
（
謝
安
、
字
は
安
石
（
三
二
O
i
三
八
五
）
吾
の
名
臣
）
に
問
う
て
日
く
「
那
初
め
よ
り
君
の
川
ん
を
教
う
る
を
見
ず
」
と
。
公
答
え
て
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日
く
「
我
は
常
に
児
を
教
う
」
と
。
翁
の
児
を
救
う
る
と
共
れ
諸
の
人
の
児
を
教
う
る
と
異
な
る
乎
。
」
と
書
い
て
傍
に
「
天
保
発
巳
、
酔
を
作
す
の
目
、
翁

の
父
子
と
共
に
、
雨
中
に
舟
出
し
、
夜
深
う
し
て
帰
り
、
其
翌
、
酔
醒
め
て
後
書
す
。
」
と
記
し
て
傍
に
「
小
竹
学
人
弼
」
と
若
し
、
そ
の
側
に
朱
文
方
廓
印

「
小
竹
」
と
白
文
方
形
印
「
承
弼
」
の
二
却
を
押
し
て
い
る
。
以
上
で
此
帖
が
終
っ
て
い
る
。

突
巳
は
即
ち
天
保
四
年
竹
田
五
十
七
歳
に
当
り
、
こ
の
右
京
阪
に
上
っ
て
、
七
月
に
帰
国
し
て
い
る
c

そ
の
冬
ま
た
大
坂
に
向
っ
た
c

小
竹
学
人
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
篠
崎
小
竹
、
宇
は
弼
ま
れ
た
承
弼
と
い
い
、
大
坂
の
儒
者
篠
崎
三
島
の
養
嗣
子
と
な
り
、
儒
に
し
て
詩
文
を
よ
く
し
た
。
資
性
は
温
厚
で
特
に
頼

山
防
と
凋
交
が
、
一
心
り
、
竹
田
と
の
交
友
ま
た
浅
か
ら
ぬ
の
が
あ
っ
た
。



（三）

木
崎
好
尚
の
著
「
大
風
流
田
能
村
竹
田
」
収
載
の
「
竹
田
日
譜
」
を
参
照
し
て
み
る
に
、
文
政
十
二
年
四
月
十
日
、
竹
田
は
「
平
坪
お
よ
び
医
術
修
行
の
為
、

樫
閣
の
塾
に
学
ば
し
む
べ
き
如
仙
を
担
ヘ
、
突
程
上
京
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
四
月
廿
三
日
、
佐
賀
関
発
船
（
天
神
丸
）
。
同
廿
四
日
青
島
に
泊
す
。
同
廿
六

日
高
浜
寄
港
、
梅
津
寺
に
遊
ぶ
。
同
廿
七
日
粧
品
（
御
手
洗
品
）
に
泊
す
。
同
廿
八
日
安
芸
大
崎
に
在
り
。
同
廿
九
日
播
磨
洋
の
船
中
、
同
三
十
日
兵
庫
着
。

五
月
一
日
有
馬
温
泉
に
在
り
。
五
月
二
日
大
坂
着
（
如
仙
、
先
だ
ち
て
上
京
、
樫
園
の
塾
に
入
る
。
）
」
と
記
し
て
い
る
。
掛
っ
て
木
帖
収
載
の
画
図
中
の
留
書

を
再
検
し
て
み
る
に
、
第
一
十
川
図
は
文
政
十
二
己
丑
年
四
月
廿
コ
一
日
に
洋
上
の
舟
中
作
。
第
二
松
陵
渡
図
は
同
廿
コ
一
日
窪
船
の
内
で
燭
光
の
下
で
筆
写
。
第

三
佐
賀
関
図
は
同
廿
九
日
洋
上
雨
に
遭
っ
て
の
船
窓
で
追
写
。
第
四
梅
津
山
寸
凶
は
同
廿
六
日
訪
ね
た
梅
津
寺
の
風
景
を
、
第
三
佐
賀
関
図
と
同
様
に
、
累
日
雨

に
阻
ま
れ
て
洋
上
に
停
船
中
に
追
写
し
た
こ
と
が
、
前
一
記
「
自
画
題
語
」
中
の
「
梅
津
寺
図
」
中
の
一
文
に
よ
っ
て
も
推
考
さ
れ
る
。
百
し
て
第
五
忠
海
図
は

図
中
の
註
記
に
み
る
よ
う
に
四
月
廿
八
日
、
安
芸
の
大
崎
で
の
所
見
を
戯
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
図
上
の
詩
は
対
岸
の
忠
海
の
’
舟
中
詠
筆
を
記
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
而
し
て
第
六
揺
洋
図
は
題
に
あ
る
よ
う
に
、
四
月
時
、
播
磨
洋
で
鵬
風
の
あ
う
た
情
景
を
、
翌
文
政
十
三
年
五
月
に
、
筆
者
の
家
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居
、
竹
田
荘
に
お
い
て
、
追
想
筆
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
列
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
竹
田
ば
そ
の
子
太
一
’
を
伴
っ
て
、
丈
政
十
二
己
丑
年
四
月
十
日
に
曲
以
後
竹
田
を
発
程
し
、
門
弟
高
橋
草
坪
も
一
行
に
加
え

同
四
月
二
十
三
日
に
豊
後
同
佐
賀
関
で
上
船
し
て
、
伊
予
出
を
渡
っ
て
、
瀬
戸
内
海
を
航
行
の
途
、
m
v
m
日
の
雨
に
阻
ま
れ
停
泊
し
た
り
、
間
附
風
に
相
違
し
て
、

よ
う
や
く
に
し
て
、
五
月
二
日
に
大
坂
へ
到
若
し
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。
そ
の
隠
の
船
中
で
目
的
し
た
去
を
、
或
は
戯
写
し
或
は
追
写
し
て
、
成
っ
た
も
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
本
帖
の
製
成
は
第
一
図
よ
り
第
五
図
ま
で
は
、
文
政
十
二
巳
丑
年
初
夏
四
月
下
旬
、
竹
旧
五
十
三
歳
時
の
筆
作
に
か
か
り
、
第
六
図
の
み
は

翌
文
政
十
三
庚
寅
五
月
に
追
写
し
て
、
そ
の
川
題
食
を
苫
き
て
、
同
行
の
太
一
に
贈
与
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
帖
末
の
一
紙
に
竹
田
は
「
軽
舟
誌
回
」
の
七

絶
を
書
し
、
あ
わ
せ
て
此
帖
を
嘗
て
天
保
二
辛
卯
年
・
三
月
、
一
口
川
瀬
川
を
下
る
舟
中
で
、
送
別
の
山
陽
が
艮
閲
し
、
政
文
’

Y
草
す
る
こ
と
を
均
し
た
た
が
、
そ
の

こ
と
な
く
し
て
永
世
し
た
頴
末
、
主
、
三
年
伎
の
天
保
四
突
丑
年
四
月
廿
九
日
之
、
一
凡
じ
く
高
額
川
の

p舟
中
で
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
コ



か
く
て
ま
た
、
そ
の
子
太
一
は
、
此
帖
の
第
七
図
と
し
て
、
父
竹
田
が
浪
華
港
図
を
図
写
し
て
貼
付
す
る
筈
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
こ
と
も
空
し
く
し
て
天

伝
六
乙
未
年
八
月
二
十
九
日
竹
田
五
十
九
歳
で
大
坂
で
逝
去
し
た
の
で
、
旧
箆
か
ら
検
出
し
た
、
竹
田
詠
草
の
未
完
稿
「
艇
風
未
定
詩
筆
」
を
代
貼
し
、
こ
れ

を
そ
の
子
拐
（
耕
策
、
玄
来
、
後
に
孝
拐
、
痩
客
と
号
す
）
に
附
与
す
る
こ
と
を
書
止
め
て
い
る
の
で
あ
るc

此
帖
に
問
ず
る
事
項
の
大
安
は
、
以
上
列
記
の

ご
と
く
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
画
冊
を
通
観
し
て
み
る
に
、
そ
の
図
上
の
賛
詩
は
、
市
に
脱
俗
の
境
を
立
企
寸
ノ
る
筆
者
の
風
貌
、
が
う
か
が
わ
れ
る
ヲ
も
の
で
あ
り
、
ム
ザ
出
・
に
そ
の
一
山
田

に
お
い
て
は
、
消
酒
な
墨
描
と
藍
緒
の
淡
招
と
に
よ
っ
て
、
実
に
清
雅
な
画
致
が
か
も
し
出
さ
れ
て
い
る
。
竹
田
の
出
生
は
九
州
の
一
陥
、
尚
一
旦
後
竹
田
で
あ
る

の
で
、
一
阪
の
美
術
史
上
の
分
類
に
お
い
て
地
方
画
家
と
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
行
歴
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
夙
に
上
方
地
方
に
往
復
し
て
、
京

に
あ
っ
て
は
詩
人
学
者
の
頼
山
陽
、
名
陶
家
で
、
学
識
あ
る
青
木
木
米
、
詩
画
人
の
油
上
玉
堂
、
春
琴
の
父
子
、
詩
同
書
の
主
華
上
人
、
大
坂
に
あ
っ
て
は
詩-17 -

人
儒
者
の
篠
崎
小
竹
な
ど
当
時
京
摂
地
方
の
有
数
の
文
雅
人
た
ち
の
友
交
ま
こ
と
に
密
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
竹
間
の
士
山
桁
は
一
地
方
画
家
に
偏
ず

る
こ
と
な
く
、
京
摂
文
苑
の
国
内
に
あ
っ
て
、
培
か
わ
れ
開
花
し
而
も
そ
の
間
に
あ
っ
て
向
く
詐
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
特
に
思
惟
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
作
画
法
に
お
い
て
、
近
性
同
史
の
中
に
は
自
然
の
写
象
に
即
し
て
、
そ
れ
を
巧
み
に
直
写
し
て
足
れ
り
と
す
る
傾
向
の
も
の
と
、
自
然
の
物
象
を

百
人
に
豪
華
魂
麗
に
、
装
飾
化
す
る
傾
向
の
も
の
な
ど
種
々
存
し
て
い
る
が
、
わ
が
竹
田
は
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。
竹
田
に
お
い
て
は
、
自
然
の
物
象
に
対
し

て
、
仮
り
そ
め
の
写
生
を
試
み
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
直
写
す
る
こ
と
は
な
く
、一
旦
は
自
己
の
脳
裡
に
修
め
お
き
、
既
に
体
得
し
た
中
国

前
面
人
こ
と
に
元
の
四
大
家
の
一
者
、
王
叔
明
、
貰
鶴
山
煎
の
画
法
に
則
っ
て
、
こ
れ
を
自
己
独
特
の
岡
技
を
も
っ
て
、
丹
念
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
の
竹
田
独
自
の
画
境
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
に
、
第
一
塵
俗
を
排
除
し
、
栄
達
利
欲
の
雑
念
を
し
り
、
ぞ
け
た
正
念
を
も
っ
て
、
画
面
に
対
し
た

」
と
が
推
考
さ
れ
る
。

古
人
の
一
一
一
一
口
に
「
拙
を
蔵
す
る
」
と
い
う
て
、
・
に
相
的
な
巧
致
の
技
を
避
け
、
と
り
わ
け
街
気
や
匠
気
を
排
除
し
て
、

一
見
拙
技
と
も
見
ま
ご
う
遅
々
と
し
た

十
川
も
き
わ
め
て
繊
細
な
筆
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
奥
の
清
純
な
詩
趣
を
表
出
せ
ん
と
努
め
て
い
る
こ
と
に
、
日
を
と
め
て
見
る
可
き
で
あ
る
。



竹
田
の
遺
作
品
の
中
で
、
お
う
む
ね
大
作
の
画
幅
よ
り
も
、
小
品
の
画
冊
の
方
が
殊
に
傑
出
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
笠
々
一
刻
苦
の
画
技
が
、

小
画
面
に
こ
そ
行
亘
る
結
果
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
船
窓
小
政
帖
が
、
日
六
限
の
士
に
よ
っ
て
、
珠
玉
に
ま
ご
ろ
名
画
冊
と
艶
一
抗
さ
れ
る
所
以
も
亦
こ
の

点
に
在
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
は
ひ
そ
か
に
思
う
て
い
る
。
（
昭
和
四
十
五
年
一
月
）
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